






歩
む
に

ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
、和
気
あ
い
あ
い
と
暮
ら
す
。

家
族
の
よ
う
に
寄
り
添
い
な
が
ら
。

認知症対応型共同生活のグループホーム。
３つの「家」を設けて少人数(５～９人)で
スタッフと共に家庭的な生活を送ります。
自分らしさや誇りを保った暮らしの確保を目的としています。

野菜を切る人、
配膳をする人、
洗濯物をたたむ人。
家事も自分たちで
できる事を
楽しみながら。

藹藹グループホーム
　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は「
青
空
家
」

「
緑
山
家
」「
赤
川
家
」の
３
つ
の
家
が
あ
り
ま

す
。ひ
と
つ
の
家
に
９
人
、そ
れ
に
約
３
人
ず
つ

の
ス
タ
ッ
フ(

昼
間
の
み・
夜
間
は
１
人)

が
加
わ

り
、家
族
の
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。施
設

で
は
な
く
て「
家
」。そ
の
想
い
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
設
立
当
初
か
ら
変
わ
ら
ず
、名
前
の
と

お
り
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
特

徴
で
す
。認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
す
が
、そ
の
日
常
に
は
行
動
障
害
な
ど
を
感

じ
さ
せ
ず
、私
た
ち
の
考
え
る「
少
し
の
助
け

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
認
知
症
の
症

状
は
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
こ

と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、小
規
模

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る「
寄
り
添
う
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

藹藹グ

共

岡山市在住の要支援2・要介護認定者対象者

あい あい

在宅生活の自立をめざし、
食事・入浴・排泄の介助、リハビリ、レクリエーションなど
グループケア、個人ケアを各人にあわせて行います。
定員12名の小規模な条件を活かし、
心に寄り添う細やかなサービスを心がけています。

藹藹デイサービスセンター藹藹デ

要支援2・要介護認定者

認知症対応型通所介護　定員１２名
営業：日～木　午前８時３０分～午後5時３０分まで
休日 : 年末年始、祝日(日曜を除く)
対象者

あい あい

2階 赤川家

3階 緑山家

4階 青空家

ここは、元気に明るく誇りを持って、
「家族」が和気あいあいと暮らす家。
食事の用意をしたり洗濯物をたたんだり、
家事をスタッフと共に楽しむのも日常の風景。
散歩をしたり買い物や外食に出かける姿に
「入居当初よりも若くなった」という声も。
自分ができることをする。
誰かの役に立っているということが自信になる。
ささいなことですが、
共同生活をする中で生まれる思いやりや誇りが、
いきいきとした暮らしを育みます。

こ 気ん で持な ち

花見を楽しんだり
買い物に行ったり、
笑顔あふれる暮らしが
ここにあります。

一人ひとりのペースを大切に
寄り添う介護を実践。
家族のように語らいながら
散歩する姿も日常の風景。
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